卒業論文要約:行動経済学の理論と応用 : 大学教育における「ナッジ」導入の検討 by 安藤 菜那
東京女子大学
経済研究　




　 －大学教育における 「ナッジ」 導入の検討－
安藤　菜那
は じ め に
 
   「ナ ッ ジ」 は 人 々 が 自 発 的 に 望 ま し い 行 動 を 選 択 す る よ う 促 す 仕 掛 け や 手 法 で
あ り、 世 界 各 国 で 公 共 政 策 に 応 用 さ れ て い る。 し か し、 日 本 で ナ ッ ジ 政 策 は さ ほ
ど 浸 透 し て い な い。 ち ょ う ど 1 年 前 の 2017 年、 省 エ ネ 対 策 に お い て 実 証 実 験 が
始 ま っ た ば か り で あ る。 さ ま ざ ま な 課 題 を 抱 え る 日 本 で、 ナ ッ ジ 政 策 の 導 入 は き
わ め て 大 き な 効 果 が 期 待 さ れ る。
 
 本 論 文 の 目 的 は 以 下 の と お り で あ る。
(1) ナ ッ ジ 理 論 の 誕 生 か ら 現 状、そ の 長 短 を 明 ら か に し 整 理 す る ( 第 1 章、第 2 章 )。
(2) ナ ッ ジ の 各 方 策 へ の 適 用 に つ い て 分 析 す る ( 第 3 章 )。
(3) 大 学 教 育 へ の ナ ッ ジ 導 入 に つ い て 検 討 す る ( 第 4 章）。
第 １ 章 ナ ッ ジ の 変 遷 と 現 状
第 １ 節 ナ ッ ジ 理 論 の 誕 生
　 ナ ッ ジ と は、 米 シ カ ゴ 大 学 リ チ ャ ー ド・セ イ ラ ー と 米 法 学 者 キ ャ ス・サ ス テ ィ ー
ン が 出 版 し た 書 籍
１
に お い て 提 唱 さ れ た 定 義 で あ る。「選 択 を 禁 じ る こ と も、 経 済
的 な イ ン セ ン テ ィ ヴ を 大 き く 変 え る こ と も な く、 人 々 の 行 動 を 予 測 可 能 な 形 で 変
え る
２
」 仕 組 み の こ と を 指 す。
　 最 も 有 名 な 実 験 は、 ア ム ス テ ル ダ ム ・ ス キ ポ ー ル 空 港 の 男 性 用 ト イ レ で あ る。
こ の 空 港 で は、 便 器 汚 れ が ひ ど く、 清 掃 費 が か さ み 問 題 と な っ て い た。 そ こ で、
図 １- １ の よ う に、 黒 い ハ エ の 絵 を 描 く ナ ッ ジ が 行 わ れ た。 こ れ は、 的 が あ っ た
ら 狙 い た い と い う 利 得 願 望 を う ま く 使 っ た 例 で あ る。 実 験 の 結 果、 ハ エ マ ー ク の
１ Thaler (2009).　
２ 同上 , p.6.　
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( 出所 ) URINAL.NET (2002) より引用　
第 ２ 節 ナ ッ ジ の 手 法
　 ナ ッ ジ の 背 景 に あ る の は 「リ バ タ リ ア ン ・ パ タ ー ナ リ ズ ム」 で あ る。「選 択 の
余 地 を 残 し な が ら も、 よ り よ い 方 向 に 誘 導 す る こ と
４
」 を 指 す。 日 本 語 で は 「 緩
や か な 介 入 主 義 」 と 訳 さ れ る
５
。 ナ ッ ジ は、 人 々 が 自 由 に 選 択 で き る 「 リ バ タ リ
ア ン」 な 側 面 と、 人 々 の 行 動 に 介 入 ・ 干 渉 ・ 支 援 す る 「パ タ ー ナ リ ズ ム」 の 二 つ
の 側 面 を 持 つ。
　 こ の よ う な 現 象 の メ カ ニ ズ ム と し て 二 つ の 意 思 決 定 シ ス テ ム、「シ ス テ ム 1( 自
動 シ ス テ ム )」 と 「シ ス テ ム 2( 熟 慮 シ ス テ ム )」 が あ る。 表 １- １ に あ る よ う に、
シ ス テ ム 1 は 直 観 的 に す ば や く 作 用 し、シ ス テ ム 2 は 自 覚 的 に ゆ っ く り 作 用 す る。
そ れ ぞ れ の 相 互 作 用 の 結 果、 人 々 は 不 合 理 な 選 択 を 行 う の で あ る。 ナ ッ ジ が 対 象
と し て い る の は、 シ ス テ ム 1 を 用 い た 意 思 決 定 で あ り、 リ バ タ リ ア ン・パ タ ー ナ
リ ズ ム で は 選 択 者 自 ら の 基 準 に よ っ て、 よ り 望 ま し い と 判 断 さ れ る 選 択 が 行 わ れ
る よ う に す る の で あ る。 　 　 　 　
３ Thaler (2009), p.4.
４ Thaler Richard and Cass Sustein (2008) “John Edwards nudges college students out of their 
shower” https://nudges.wordpress.com/2008/05/26/john-edwards-nudges-college-students-
out-of-their-shower/ (2018.12.3 参照 )
５ 筒井 (2017), p.187.
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表 １- １　人間の意思決定二つのシステム
( 出所 ) Thaler(2009), p.22.　より筆者作成
第 ３ 節 ナ ッ ジ 政 策 の 取 り 組 み 動 向
　 ア メ リ カ で 生 ま れ た ナ ッ ジ は、 ま ず イ ギ リ ス で 制 度 化 さ れ た。 キ ャ メ ロ ン 首 相
は 2010 年、内 閣 府 に「ナ ッ ジ ユ ニ ッ ト
６
」を 創 設 し た
７
。こ の 成 果 と し て 知 ら れ る ナ ッ
ジ は、 糖 分 が 多 い 飲 料 の 購 入 抑 制 政 策 で あ る。 成 人 の 25% が 肥 満 と さ れ る イ ギ
リ ス で は、 糖 尿 病 も 深 刻 で あ る。 そ こ で 小 売 店 の 飲 料 コ ー ナ ー に 仕 掛 け を 設 置 し
た。 図 １- ２ の よ う に 「HIGH SUGAR」 と い う 赤 い ポ ッ プ を 棚 に 表 示 し た。 そ の 結
果、 糖 分 の 多 い 飲 料 の 購 入 量 が 7.3% 減 少 し た。 し か も、 飲 料 の 売 り 上 げ そ の も
の は 落 ち て い な か っ た
８
。 消 費 者 は 糖 分 の 多 い 飲 料 を 自 然 と 避 け、 そ の そ ば に あ
る 糖 分 が 少 な い 飲 料 を 購 入 し た の で あ る。
図 １- ２　リバプール市 “HIGH SUGAR” のポップによるナッジ
( 出所 ) 週刊東洋経済 Plus(2017)「米英初のナッジが世界に波及」より引用
https://premium.toyokeizai.net/articles/-/16920 (2018.11.8 参照 )
　
　 ナ ッ ジ 発 祥 の 国 ア メ リ カ で は、2014 年、 科 学 技 術 政 策 局 が 行 動 科 学 の 知 見 を
活 用 す る た め、 社 会 ・ 行 動 科 学 チ ー ム （Social and Behavioral Sciences Team） を 発
６ 正式名称は Behavioural Insights Team( 通称 BIT)
７ 西田 (2017), p.336-337.
８ 宮本 (2017b), p.44.
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足 し た。 翌 年 オ バ マ 大 統 領 は、 ナ ッ ジ を 公 共 政 策 に 応 用 す る た め 「行 政 命 令」 を
発 出 し た
９
。 そ の 中 で 有 名 な の は 「 全 国 学 校 給 食 プ ロ グ ラ ム 」 で あ る。 こ れ は 貧
困 世 帯 の 子 供 に、 給 食 を 無 料 提 供 す る も の で あ る。 手 続 き 簡 略 化 の た め、 ナ ッ ジ
で 対 象 と な る 児 童 が 自 動 的 に こ の プ ロ グ ラ ム に 加 入 さ せ た。 今 も 1100 万 人 以 上
が 利 用 し て お り、「 数 あ る 効 果 的 な ナ ッ ジ の 中 か ら、 一 つ 選 ぶ な ら こ の 事 例 だ 」
と サ ス テ ィ ー ン は 評 価 し て い る
１０
。 初 期 に 与 え ら れ た も の を 変 更 せ ず、 選 び 続 け
る 傾 向 が 非 常 に 強 い 人 間 の 惰 性 を 利 用 し、 自 動 加 入 プ ロ グ ラ ム に 変 え る こ と で 加
入 率 を 大 幅 に 上 げ た の で あ る。
　 駅 の ホ ー ム や 踏 切 で の 飛 び 込 み 事 故 は、 多 く の 国 で 社 会 問 題 の ひ と つ に な っ て
い る。 と く に 日 本 で は、 飛 び 込 み 自 殺 に よ る 電 車 の 遅 延 等 の 輸 送 障 害 が 増 加 し て
い る。 自 殺 の 抑 制 と と も に 飛 び 込 み 対 策 も 重 要 な 課 題 で あ る。 そ こ で、JR 各 社
を は じ め と す る 多 数 の 鉄 道 会 社 が 自 殺 対 策 と し て、 図 １- ３ の よ う に 駅 の ホ ー ム
や 踏 切 に お い て 青 色 灯 の 設 置 を 進 め て い る。 青 色 灯 に は 気 持 ち を 落 ち 着 か せ る 作
用 が あ る。 設 置 後 に は 自 殺 者 数 が 平 均 し て 約 83% 減 少 す る こ と が 明 ら か に な っ
た
１１
。 青 色 灯 の 設 置 費 用 は 非 常 に 安 い た め、 費 用 対 効 果 と い う 面 か ら も 有 効 な 自
殺 防 止 の 方 法 で あ る。
図 １- ３　駅ホームの青色灯
                         ( 出所 ) JR 大宮駅 8,9 番ホームにて筆者撮影 (2018.11.29)
第 ２ 章 ナ ッ ジ の 利 点 と 課 題
第 １ 節 利 点
　 ナ ッ ジ の 利 点 は 大 き く 分 け て 二 つ あ る。 一 つ 目 は、 費 用 対 効 果 の 高 さ で あ る。
イ ギ リ ス で 税 金 の 滞 納 者 へ 行 う 通 知 に、 同 じ 地 域 に 住 む 住 民 の 納 税 率 を 記 載 す る
９    外国為替研究会 (2015), pp.50-51.
１０ 宮本 (2017b), p.45.
１１ 澤田 (2013), pp.190-193.　
東京女子大学　経済研究　第 8 号     2020  
5
こ と で、 納 税 率 に 変 化 が 現 れ る か 社 会 実 験 を 行 っ た。 そ の 結 果、 通 常 の 通 知 よ り
も 高 い 納 税 率 を 実 現 し た。 こ の 方 法 が 全 国 的 に 効 果 を 発 揮 し た 場 合、 催 促 の 費 用
が 年 間 で 約 44 億 円 削 減 で き る
１２
。 手 紙 を 送 る た め の 費 用 は 軽 微 で あ り、 こ の 方 法
の 費 用 対 効 果 は 十 分 に 高 い。 　
　 二 つ 目 は、適 用 可 能 性 の 大 き さ で あ る。 ナ ッ ジ は 人 の 行 動 原 理 を 利 用 す る た め、
国 や 地 域 を 問 わ ず 様 々 な 分 野 に 適 応 で き る。 イ ン ド の シ ム ラ ー 近 郊 で は 交 通 量 が
多 く、 道 路 は 非 常 に 危 険 な 状 態 に な っ て い た。 交 通 ル ー ル を 守 り、 通 行 速 度 を 落
と す よ う 呼 び か け る 交 通 標 識 は 全 く 役 に 立 っ て い な か っ た。 そ こ で、 道 路 に 面 し
て 神 社 を 建 設 す る こ と で こ の 問 題 を 解 決 し た。 信 仰 心 の 厚 い イ ン ド 人 の 行 動 原 理
を 利 用 し た ナ ッ ジ で あ る。 交 通 標 識 に は 注 意 を 払 わ な か っ た 人 も、 祝 福 を 受 け よ
う と 神 社 の 前 で は 減 速 し た
１３
。
第 ２ 節 課 題
　 ナ ッ ジ の 課 題 は 「代 替 効 果」「均 衡 効 果」「長 期 効 果」 の 三 つ で あ る。
　 代 替 効 果 と は 「あ る 人 が 行 動 を 変 え た 際、 そ の 行 動 変 化 を 補 う べ く 別 の 箇 所 や
物 で 代 替 す る こ と
１４
」 で あ る。 た と え ば、 ナ ッ ジ に よ り た ば こ の 消 費 量 が 減 っ た
と し て も、 他 の お 店 で 多 く 買 っ て い る 場 合、 結 果 と し て た ば こ の 消 費 量 は 減 っ て
い な い か も し れ な い。 ナ ッ ジ を 行 う こ と が 人 々 の 行 動 全 体 に 影 響 を 及 ぼ す 場 合、
代 替 効 果 を 考 慮 し そ の 全 貌 を 明 ら か に す る こ と は 政 策 立 案 の う え で 重 要 で あ る。
　 均 衡 効 果 と は 「人 の 選 択 は 選 択 ア ー キ テ ク ト が 選 ぶ 設 計 要 素 に 全 面 的 に 影 響 さ
れ る
１５
」 こ と で あ る。 た と え ば、 た ば こ の 警 告 表 示 を 義 務 付 け る ナ ッ ジ に よ り た
ば こ の 購 入 量 が 減 少 し て も、た ば こ の 販 売 価 格 を 下 げ た り、特 別 な 宣 伝 活 動 を 行 っ
た り す る こ と で た ば こ の 売 り 上 げ を 増 や そ う と す る か も し れ な い。 ナ ッ ジ で 影 響
を 与 え る 行 動 に 他 の 主 体 が 関 与 し て い る 場 合、 そ の 主 体 が ど う ナ ッ ジ に 反 応 す る
の か が 重 要 で あ る。
　 短 期 的 に ナ ッ ジ が 行 動 に 影 響 を 与 え て い た と し て も、 長 期 的 に 効 果 が 持 続 す る
の か、 ま た、 ほ か の 長 期 的 な 副 作 用 が 生 じ な い か が 問 題 と な る。 日 本 の 電 力 消 費
の 事 例 で は、最 初 の 3 日 を の ぞ き 節 電 効 果 が 得 ら れ な か っ た。節 電 要 請 の メ ッ セ ー
ジ に は 長 期 効 果 が な か っ た の で あ る
１６
。 長 期 効 果 を 考 慮 し て、 ナ ッ ジ の 効 果 の み
に 期 待 せ ず、 現 在 の 政 策 を 補 完 す る 形 で 用 い る こ と が 重 要 で あ る。
　
１２ 宮本 (2017a), p.32.
１３ Freakeconomics(2010) “A hindu traffic nudge” http://freakonomics.com/2010/04/07/hindu-
traffic-nudges/ (2018.11.15 参照 )
１４ 室岡 (2018), p.45.
１５ Thaler(2009),pp.10-11.
１６ 依田 (2017), pp.104-107.
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第 ３ 章 ナ ッ ジ を 有 効 利 用 し た 方 策
第 １ 節 健 康
　 ナ ッ ジ が 最 も 効 果 を 発 揮 し た と い わ れ る の が、 臓 器 提 供 の 意 思 表 示 で あ る。 臓
器 提 供 の 意 思 表 示 に は 二 つ の 方 法 が あ る。 生 前、 臓 器 移 植 に 同 意 し た 場 合 に 限 り
移 植 が 行 わ れ る 「オ プ ト ・ イ ン」 方 式 と、 生 前 に 反 対 の 意 思 を 示 さ な い 限 り 移 植
が 行 わ れ る 「オ プ ト ・ ア ウ ト」 方 式 で あ る。 も し 人 々 が 合 理 的 に 判 断 し て い る の
で あ れ ば、 ど ち ら で も 臓 器 提 供 者 の 割 合 は 変 わ ら な い は ず で あ る。 し か し、 実 際
に は デ フ ォ ル ト の 回 答 に よ っ て 大 き な 差 が 出 る こ と が 明 ら か と な っ た
１７
。 図 ３- １
に 示 し た よ う に、 オ プ ト ・ イ ン 方 式 よ り も オ プ ト ・ ア ウ ト 方 式 の 方 が、 あ き ら か
に 提 供 率 が 高 い。
図 ３- １　各国の臓器提供同意率（2003 年）
                                                                                         ( 出所 ) Johnson(2003), p.1338. より筆者作成
　
　 こ の よ う に、 人 は デ フ ォ ル ト の 設 定 に 大 き く 影 響 を 受 け る こ と か ら、 ナ ッ ジ で
は 臓 器 提 供 者 を 増 や す こ と が 出 来 る。 強 制 で は な く、 望 ま な い 人 に は 意 思 表 示 の
場 を 設 け る な ど、 ナ ッ ジ は 選 択 の 自 由 を 阻 害 し な い た め、 近 年 多 く の 国 や 自 治 体
に お い て、 オ プ ト ・ ア ウ ト 方 式 へ の 変 更 が 採 用 さ れ て い る。
第 ２ 節 環 境
　 ナ ッ ジ に よ っ て 節 電 を 促 進 す る 事 業 は、 米 Opower 社 が 提 供 し た ホ ー ム エ ネ ル
ギ ー レ ポ ー ト (Home Energy Report: HER) で あ る。 対 象 の 顧 客 に は 図 ３- ２ の よ う
な A4 サ イ ズ の 両 面 一 枚 の レ ポ ー ト が 郵 送 さ れ る。HER は 様 々 パ ー ツ が 組 み 合 わ
さ り 構 成 さ れ る。 図 ３- ３ で は、 対 象 者 (YOU) の 前 月 の エ ネ ル ギ ー 消 費 量 を、 省
エ ネ 世 帯 (Efficient Neighbors) や 全 世 帯 (All Neighbors) と 比 較 す る こ と で 社 会 規 範 へ
１７ Thaler(2009), pp.187-188.
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訴 え か け て い る。 す で に 省 エ ネ を 達 成 し て い る 世 帯 に 対 し て は ス マ イ ル マ ー ク を
表 示 し、 意 欲 低 下 ( ブ ー メ ラ ン 効 果
１８
) を 防 ぐ 工 夫 も な さ れ て い る。
　 ま た、「近 隣 の 省 エ ネ 世 帯 よ り “ ○ ○ %” 多 く 電 気 を 使 用 し、年 間 約 “ ○ ○ ド ル ”
損 し て い ま す」 な ど と、 損 失 を 強 く 強 調 す る こ と で 省 エ ネ を 促 す。 電 力 消 費 量 に
は kWh を 用 い ず % 表 示 や、 金 額 換 算 を 用 い る。 イ メ ー ジ し や す い 表 示 に す る こ
と で、 節 電 効 果 を よ り 実 感 で き る。 ま た、 図 ３- ４ の よ う に、 省 エ ネ を 促 す 具 体
的 な 行 動 は、 過 去 の デ ー タ に 基 づ き ア ド バ イ ス す る。 よ り 明 確 に 伝 え る た め、 ア
ド バ イ ス を 三 つ に 絞 っ て い る。
　 こ の 実 験 の 結 果、 電 気 使 用 量 と 料 金 の み を 記 載 し た 従 来 の グ ル ー プ と 比 較 し て
1-3% の 省 エ ネ に 成 功 し、 夏 の ピ ー ク 時 間 帯 の 電 気 需 要 抑 制 効 果 は、 オ フ ピ ー ク
時 の 1.5 倍 以 上 に な る こ と が 報 告 さ れ て い る
１９
。 た だ し こ の 実 験 は、 情 報 提 供 の 一
手 段 に 過 ぎ ず、 ど の よ う な 手 法 が よ り 人 々 の 省 エ ネ 行 動 を 促 す の か に つ い て は よ
り 研 究 が 必 要 と な る。
　
図 ３- ２ Opower 社が作成したホームエネルギーレポート
( 出所 ) Clark Public Utilities(2015), p.6. より引用
１８ 説得される側が説得する側と全く逆の意見を持ってしまうこと。Thaler(2009), p.74.
１９ 小松 (2013) , p.18.
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図 ３- ３近隣世帯との比較
( 出所 ) Oracle(2018), p.11. より引用
図 ３- ４　節電行動を促す三つのアドバイス
( 出所 ) Opower (2017), p.29. より引用
第 ３ 節 交 通
　 エ レ ベ ー タ ー の 混 雑 緩 和 に ナ ッ ジ が 使 わ れ た 例 が あ る。 近 畿 大 学 経 済 学 部 は
10 階 建 て の 建 物 で、 ほ ぼ す べ て の 授 業 が こ こ で 行 わ れ る。 エ レ ベ ー タ ー は 図 ３-
５ の よ う に、正 面 玄 関 付 近 に 4 台、校 舎 の 東 側 に 1 台 あ る。 授 業 の 集 中 す る 2.3.4
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限 の 休 み 時 間 に は 混 雑 し、 授 業 に 遅 刻 す る 人 も 少 な く な い。 そ こ で、 低 層 階 へ 行
く 人 に 対 し て 階 段 の 使 用 を 促 す た め、 図 ３- ６ の よ う な ポ ス タ ー を エ レ ベ ー タ ー
内 と エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル に 掲 示 し た。
実 験 の 結 果、 図 ３- ７ の よ う に、 ポ ス タ ー を 貼 る 前 の 平 均 利 用 者 数 は 25 人 だ っ
た の に 対 し、 ポ ス タ ー を 貼 っ た 後 は 18 人 で あ り、 有 意 に 減 少 し た
２０
。「 階 段 を 利
用 し て く だ さ い」 と い う 直 接 的 な メ ッ セ ー ジ を ポ ス タ ー に 掲 示 し な く て も 効 果 が
あ る こ と が 分 か っ た。 こ の 結 果 は、混 雑 の 解 消 だ け で な く、社 会 全 体 で 問 題 と な っ
て い る 運 動 不 足 と い う 問 題 を 簡 単 に、 し か も 安 価 に 解 決 で き る 可 能 性 を 示 し て い
る。 さ ら に エ レ ベ ー タ ー 使 用 の 減 少 は、 電 力 の 削 減 と い う 省 エ ネ の 観 点 か ら も 重
要 で あ り、 幅 広 い 問 題 解 決 へ の 活 用 に 期 待 さ れ て い る。
図 ３- ５近畿大学経済学部　見取り図
( 出所 ) 笠井 (2014), p.2. より引用
図 ３- ６　近畿大学で用いた階段利用を促すポスター
( 出所 ) 笠井 (2014), p.2. より引用
２０ 笠井 (2014), p.3.
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図 ３- ７　近畿大学のエレベーター利用者数
( 出所 ) 笠井 (2014), p.3. より筆者作成
第 ４ 章 大 学 教 育 に お け る ナ ッ ジ 導 入 の 検 討
第 １ 節 大 学 教 育 の 課 題
　 大 学 生 の 学 力 低 下 の 原 因 は ど こ に あ る の だ ろ う か。 一 つ は 大 学 生 の 意 識 変 化 に
あ る。 図 ４- １ の ベ ネ ッ セ 教 育 総 合 研 究 所 の 調 査 に よ る と、「 単 位 を 取 る の が 難
し く て も 自 分 の 興 味 の あ る 授 業 を 取 り た い」 よ り も 「あ ま り 興 味 が な く て も、 単
位 を 楽 に 取 れ る 授 業 が よ い 」 と 答 え る 学 生 が 8 年 間 で 12.5 ポ イ ン ト も 増 加 し て




( 出所 ) ベネッセ教育総合研究所 (2016) , p.1. より　筆者作成 
２１ ベネッセ教育総合研究所 (2016)「第 3 回 大学生の学習・生活実態調査」p.11. https://berd.
benesse.jp/up_images/research/3_daigaku-gakushu-seikatsu_all.pdf　 (2018.11.29 参照 )
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　 も う 一 つ は 学 習 時 間 の 不 足 で あ る。 図 ４- ２ か ら 分 か る よ う に 日 本 の 大 学 生 は
ア メ リ カ の 大 学 生 と 比 べ て 圧 倒 的 に 学 習 時 間 が 少 な い。 日 本 の 大 学 生 に は 一 週 間
で 学 習 時 間 が 0 時 間 の 人 が 9.7％ も お り、70% 近 い 学 生 が 週 5 時 間 以 下 の 学 習 時
間 と な っ て い る。 こ れ は、 予 習 や 復 習 を せ ず、 試 験 前 に 数 日 間 勉 強 す れ ば 単 位 が
取 れ る こ と や、 部 活 動 や サ ー ク ル 活 動 ・ ア ル バ イ ト な ど 勉 強 以 外 に 没 頭 す る も の
が 多 い 日 本 の 大 学 の 特 徴 を 表 し て い る。
図 ４- ２　日本とアメリカの大学生の学習時間
( 出所 ) 文部科学省 (2012), p.22. より筆者作成
　
　 学 生 の 学 力 向 上 に は 単 位 制 度 や 就 職 シ ス テ ム の 根 本 的 な 改 革 が 必 須 で あ る。 し
か し、 そ れ は 長 い 年 月 と 莫 大 な 費 用 が 必 要 で あ る。 第 2 節 で は、 低 コ ス ト で 比 較
的 短 期 間 で 効 果 が 出 や す い ナ ッ ジ を 学 習 に 活 用 し 大 学 生 の 学 力 伸 長 の 促 進 を 試 み
る。 学 生 の 行 動 変 容 を 促 す こ と で 学 習 意 欲 を 起 こ し、 学 力 低 下 に 歯 止 め を か け る
こ と が 狙 い で あ る。
　
第 ２ 節 課 題 解 決 の た め の ナ ッ ジ 試 案
　
第 １ 項 デ フ ォ ル ト を 活 用 し た 履 修 登 録
　 単 位 取 得 が 容 易 な 科 目 ば か り を 履 修 す る 学 生 に と っ て、 最 も 簡 単 な ナ ッ ジ の 方
法 は、 デ フ ォ ル ト の 活 用 で あ る。 日 本 の 大 学 で は、 図 ４- ３ の よ う に 必 修 の 科 目
を 除 き、 自 由 に 科 目 を 選 択 す る こ と が 出 来 る。 そ の た め、 履 修 登 録 の 際 に は、 自
ら 受 け た い 科 目 を 選 択 し 履 修 の 登 録 を し な け れ ば な ら な い。 履 修 登 録 は 授 業 の 組
み 方 や 卒 業 ま で の 単 位 取 得 の 計 画 を 十 分 に 立 て な け れ ば な ら ず、 多 く の 学 生 が 苦
労 す る。 そ こ で、 図 ４- ４ の よ う に あ ら か じ め 大 学 が 学 生 に 受 け て ほ し い と 考 え
る 授 業 を デ フ ォ ル ト で 設 定 し て は ど う だ ろ う か。 学 校 側 が あ ら か じ め デ フ ォ ル ト
と し て 設 定 し た 授 業 を 受 け な い 場 合 に は、 自 ら 他 の 授 業 を 選 択 で き、 選 択 の 自 由
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は 阻 害 さ れ る こ と は な い。 デ フ ォ ル ト の 設 定 を そ の ま ま 履 修 す れ ば 学 生 の 履 修 登




( 出所 ) 筆者作成
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第 ２ 項 学 習 レ ポ ー ト の 作 成
　 学 生 の 学 習 成 果 を ど の よ う に フ ィ ー ド バ ッ ク す る の が 望 ま し い だ ろ う か。 大 学
に よ っ て 多 少 の 違 い は あ る も の の 多 く の 大 学 で は、S・A・B・C・E や、 優・良・可・
不 可 と い っ た 各 科 目 の 評 価 と そ れ に 応 じ た 平 均 GPA が 算 出 さ れ 記 載 さ れ て い る。
科 目 ご と の 成 績 評 価 は 4.5 段 階 表 示 の た め 比 較 的 わ か り や す い が、GPA に 関 し て
は 基 準 と な る 数 値 が 分 か り に く い。 そ の た め 自 分 の 学 力 レ ベ ル の 把 握 が 困 難 で あ
る。 そ こ で 第 3 章 で 取 り あ げ た Opower 社 の ホ ー ム エ ネ ル ギ ー レ ポ ー ト を 大 学 生
の 成 績 表 に 応 用 し、「学 習 レ ポ ー ト」 と し て 成 績 の フ ィ ー ド バ ッ ク を 想 定 す る。
　 　 ま ず、 図 ４- ５ の よ う に 各 学 期 の 平 均 GPA を 数 値 で 表 す だ け で な く 実 際 に 平
均 の 変 化 を グ ラ フ や 図 に よ っ て 明 示 す る。 成 績 の 推 移 を 視 覚 的 に 捉 え る こ と が 可
能 と な る。 さ ら に、 成 績 上 位 5% の 平 均 GPA を グ ラ フ に 示 す こ と で、 大 学 に お け
る 自 分 の 学 力 レ ベ ル を 知 る こ と が で き る。 く わ え て、GPA の 数 値 を 高 校 時 代 の 評
定 平 均 に 置 き 換 え る こ と で、 よ り 分 か り や す く 成 績 を フ ィ ー ド バ ッ ク で き る。
　 し か し、 こ れ だ け で は 不 十 分 で あ る。 な ぜ な ら、 ホ ー ム エ ネ ル ギ ー レ ポ ー ト と
同 様、 ブ ー メ ラ ン 効 果 の 発 生 が 予 想 さ れ る か ら で あ る。 そ こ で、 成 績 に 応 じ た ス
マ イ ル ナ ッ ジ の 活 用 も 導 入 す る。 成 績 の 悪 か っ た 学 生 に は 悲 し い 顔 文 字 を、 成 績
の 良 か っ た 学 生 に は 笑 顔 の 顔 文 字 を 添 付 し、 さ ら な る 学 習 を 促 す。 ま た、 図 ４-
６ の よ う に 選 択 し た 授 業 か ら 取 得 可 能 な 検 定 を 割 り だ す な ど、 大 学 の 学 習 を 就 職
活 動 に 活 か せ る よ う に 対 応 す る こ と で、 学 生 の 学 習 意 識 を 起 こ さ せ る こ と が 狙 い
で あ る。
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図 ４- ５　ナッジを利用した学習レポート（表）
( 出所 ) 筆者作成




東京女子大学　経済研究　第 8 号     2020  
16
第 ３ 項 学 習 時 間 の 管 理
　 現 在、 多 く の 大 学 で 学 生 用 Wi-Fi が 導 入 さ れ て い る。 授 業 中 に わ か ら な い も の
を イ ン タ ー ネ ッ ト で 調 べ る う え で と て も 便 利 だ が、 そ の 一 方 で 授 業 に は 関 係 な い
ネ ッ ト サ ー フ ィ ン を 始 め る な ど、 学 習 の 妨 げ と な っ て い る。 そ こ で、 図 ４- ７ の
よ う に Wi-Fi に よ る ナ ッ ジ を 行 う。 授 業 時 間 内 に は 30 分 ご と に Wi-Fi が 切 れ る 仕
組 み や、Wi-Fi 名 を 工 夫 し て 学 習 に 向 か う き っ か け を 与 え る。
　
図 ４- ７　Wi-Fi を利用したナッジの画面例
　
( 出所 ) 筆者作成
　
第 ４ 項 教 室 構 造 の 利 用
　 教 室 の 構 造 を 利 用 し、 学 生 が 講 義 に 集 中 で き る 環 境 を 作 る た め、 東 京 女 子 大 学
23 号 館 2 階 を 想 定 し、 課 題 解 決 の た め の ナ ッ ジ を 考 察 す る。23 号 館 は 奥 行 き が
あ り、 教 師 の 目 が 届 き に く い 後 方 の 席 は い つ も 混 雑 し て い る。 し か し、 授 業 を 受
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け や す い 前 方 は 空 席 が 目 立 つ。 そ こ で、「サ バ ン ナ 効 果
２２
」 を 用 い て、 学 生 を 前 方
か ら 着 席 さ せ る。 サ バ ン ナ 効 果 は 高 速 道 路 の ト イ レ に も 用 い ら れ、 遠 近 法 を 取 り
入 れ た イ ラ ス ト を 壁 に 描 い た り、 照 明 で 奥 を 明 る く し た り す る こ と で 混 雑 を 解 消
し た
２３
。23 号 館 で は、 図 ４- ８ か ら 図 ４- ９ の よ う に 教 師 の 立 つ 手 前 を 明 る く し、
後 ろ に な る に つ れ て 照 明 を 落 と す こ と で 手 前 に 誘 導 す る。
　 さ ら に、照 明 の 効 果 も 利 用 し、勉 強 し や す い 環 境 を 作 る。 光 の 色 温 度 は 「K( ケ
ル ビ ン )」 で あ ら わ さ れ る。 学 習 に 一 番 適 し て い る の は 6200K で あ る
２４
。 し か し、
こ の 色 温 度 は く つ ろ ぐ の に は 不 向 き で あ る。そ こ で 授 業 の 時 間 は 6200K に 設 定 し、
休 み 時 間 な ど の 休 憩 時 間 に は 2700K ～ 3000K に 設 定 す る こ と で メ リ ハ リ を つ け
て 学 習 で き る。
図 ４- ８　通常の 23 号館
 
( 出所 ) 東京女子大学 23 号館 2 階にて筆者撮影 (2018.12.5)
２２ 入り口付近よりも空間の奥の方の照明を明るくすることで、安心感を抱き奥に進む効果のこ
と。
２３ NEXCO 東日本 (2018)「美化ピカトイレのヒミツ」https://www.c-nexco.co.jp/special/toilet/
page/technology11.html　(2018.12.4 参照 )
２４ STUDY HACKER(2018)「サバンナ効果」と「光の色効果」で自然に “ 学びたくなる ” ？　学
習環境づくりの新たな掟」https://studyhacker.net/columns/hikari-kouka (2018.12.3 参照 )
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図 ４- ９　サバンナ効果を用いた 23 号館
 
( 出所 ) 東京女子大学 23 号館 2 階にて筆者撮影 (2018.12.5)
結 論
 
本 論 文 の 研 究 を ま と め る と、 以 下 の と お り で あ る。
(1)  ナ ッ ジ 理 論 は セ イ ラ ー と サ ス テ ィ ー ン に よ り 2009 年 に 発 表 さ れ た も の で あ
る。 ナ ッ ジ は 選 択 の 自 由 を 阻 害 せ ず 費 用 対 効 果 も 高 い と い う 特 徴 を 持 つ こ と か
ら、 こ れ ま で 多 く の 実 験 が 行 わ れ て き た。 イ ギ リ ス で は キ ャ メ ロ ン 首 相 が 「ナ ッ
ジ ユ ニ ッ ト」 を 発 足 さ せ、ア メ リ カ で は オ バ マ 大 統 領 が 行 政 命 令 を 発 出 す る な ど、
行 動 経 済 学 の 知 見 を 利 用 し た ナ ッ ジ を 行 政 サ ー ビ ス な ど 幅 広 い 分 野 に 応 用 し て い
る。
　 ナ ッ ジ は 人 間 行 動 を 利 用 し た も の で あ る た め、 地 域 や 文 化 を 問 わ ず 用 い る こ と
が で き る と い う 特 徴 を も つ。 し か し そ の 一 方 で、 代 替 効 果 ・ 均 衡 効 果 ・ 長 期 効 果
と い っ た 課 題 が あ る こ と も 明 ら か と な っ た。 ナ ッ ジ を 行 う 際 は、 影 響 を 受 け る ほ
か の 主 体 や 効 果 の 持 続 性 を 考 慮 す る こ と が 重 要 で あ る。
(2)  公 共 政 策 と し て ナ ッ ジ が 最 も 効 果 を 発 揮 し た の は 「臓 器 提 供 の 意 思 表 示」 で
あ る。 無 回 答 者 を 臓 器 提 供 に 同 意 し た と み な す 初 期 設 定 に 変 え る こ と で、 そ の
影 響 を 最 小 限 に 減 ら す こ と が で き る。 臓 器 提 供 を 希 望 し な い 意 思 表 示 も 可 能 で
あ り、 選 択 の 自 由 を 阻 害 さ れ る こ と は な い。 環 境 対 策 で は 省 エ ネ を 推 進 す る
Opower 社 の ナ ッ ジ を あ げ た。「ス マ イ ル ナ ッ ジ」 や 「節 電 行 動 を 促 す 三 つ の ア ド
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バ イ ス」 も 添 付 す る こ と で、 人 々 の 省 エ ネ 行 動 を 促 す も の で あ る。 ま た、 近 畿 大
学 の エ レ ベ ー タ ー 混 雑 緩 和 を 取 り あ げ た。3 階 ま で は 階 段 や エ ス カ レ ー タ ー の ほ
う が 早 く 到 達 で き る こ と を 表 示 し、 低 層 階 へ の エ レ ベ ー タ ー 利 用 者 を 減 ら し 混 雑
を 緩 和 し た。 こ の よ う に、 ナ ッ ジ は 健 康 か ら 環 境、 交 通 ま で さ ま ざ ま な 分 野 へ の
適 応 が 可 能 で あ る。
(3)　 近 年 の 大 学 教 育 を 取 り 巻 く 厳 し い 現 状 の 中 か ら、「大 学 生 の 学 力 低 下」 に 焦
点 を あ て ナ ッ ジ に よ る 課 題 解 決 を 試 み た。 ま ず、 臓 器 提 供 の 意 思 表 示 に お け る
ナ ッ ジ を 履 修 登 録 に 応 用 し た。 学 生 に 履 修 し て ほ し い 科 目 を デ フ ォ ル ト で 選 択 し
て お く こ と で、 単 位 取 得 が 容 易 な 科 目 ば か り を 履 修 す る の を 防 ぐ ね ら い が あ る。
そ れ に 加 え、 履 修 登 録 の ミ ス や 進 級 に 必 要 な 単 位 の 不 足 と い っ た ミ ス を 減 ら す こ
と も 可 能 と な る。 必 修 科 目 以 外 で 選 択 し た く な い 科 目 が あ れ ば、 自 分 が 選 択 し た
い 科 目 に 変 更 す る こ と も で き る た め、選 択 の 自 由 を 阻 害 す る こ と は な い。 つ ぎ に、
Opower 社 が 提 供 し た ホ ー ム エ ネ ル ギ ー レ ポ ー ト を 参 考 に、 学 習 レ ポ ー ト を 作 成
し た。 成 績 の 推 移 を わ か り や す く グ ラ フ で 示 し た り、 学 生 平 均、 成 績 優 秀 者 の 平
均 を 示 し た り す る こ と で 学 習 意 欲 を 促 し た。 そ し て、 ス マ ー ト フ ォ ン を 活 用 し た
学 習 時 間 の 管 理 の 提 案 も 行 っ た。Wi-Fi の 表 示 変 更 や 一 定 時 間 で の 自 動 切 断 機 能
を 用 い た。 さ い ご に、 教 室 構 造 を 利 用 し た ナ ッ ジ の 提 案 で あ る。「サ バ ン ナ 効 果」
を 用 い て 生 徒 を 前 か ら 着 席 さ せ る こ と を 想 定 し、 照 明 の 明 る さ を 調 整 す る こ と で
学 習 意 欲 の 向 上 を 促 し た。
　 本 論 文 を 作 成 す る に あ た っ て、 ナ ッ ジ 理 論 の 誕 生 か ら 応 用 ま で の 歴 史 を た ど
り、 ナ ッ ジ が 世 界 各 国 で 公 共 政 策 と し て 利 用 さ れ て い る こ と が 分 か っ た。 そ し て
そ れ は 一 つ の 分 野 に と ど ま ら ず、 人 々 の 習 性 や 宗 教 を 利 用 し 様 々 な 分 野 に 発 展 し
て い る。 日 本 で は 省 エ ネ 対 策 に お い て 「ナ ッ ジ」 の 実 証 実 験 が 始 ま っ た 段 階 に あ
る が、 今 回 私 が 提 案 し た よ う な 教 育 分 野 に お い て も ナ ッ ジ の 普 及 が 望 ま し い。 そ
し て 教 育 だ け で な く 日 本 の 最 大 の 課 題 で あ る 少 子 高 齢 化 な ど、 問 題 解 決 が 難 し い
テ ー マ に お い て も ナ ッ ジ を 活 用 し、 新 た な 視 点 か ら の 取 り 組 み が 進 む こ と を 願 っ
て い る。
 以 上 を 本 研 究 の 結 論 と し た い。
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